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市 民 俳 歌 柳 壇

俳歌柳壇の応募方法
●１人各３句（首）以内。俳句・短歌・川柳の併記は不可。
●対象は市内在住者で、未発表作品。年齢問わず応募できます。
●はがき表面＝住所・氏名・ふりがな・応募する壇名。
●はがき裏面＝作品（漢字にはふりがなも）・作品への思い。
●毎月20日までに、〒320-8540市役所広報広聴課☎（632）2028へ。
●W

ウ ェ ブ

EBによる応募も受け付けます。詳しくは、市 をご覧ください。
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に
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ね
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け
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な
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連
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っ
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知
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つ
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評
　
ふ
ら
こ
こ
（
ぶ
ら
ん
こ
）
が
季

語
で
鞦し

ゅ
う

韆せ
ん

と
も
言
う
。
冬
か
ら
解
放
さ
れ
た
子
ど

も
た
ち
が
全
身
で
ぶ
ら
ん
こ
を
漕
ぐ
（
立
ち
漕
ぐ

と
は
甚は

な
は

だ
心
配
だ
が
）。
両
脚
を
力
い
っ
ぱ
い
天

に
向
け
て
突
き
上
げ
る
。
そ
の
両
脚
の
す
ら
り
と

長
い
こ
と
。
現
代
児
の
躍
動
感
溢あ

ふ

れ
た
姿
が
一
句

か
ら
伝
わ
っ
て
く
る
。
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先
生

●
特
選
の
選
評
　
上
の
句
、
金
色
の
絨
毯
を
敷
き

詰
め
た
よ
う
な
、
光
輝
く
麦
畑
の
園そ

の

が
感
じ
ら
れ

る
。
初
冬
に
蒔ま

か
れ
、
冬
を
越
し
、
春
に
育
ち
、

初
夏
に
実
る
（
麦ば

く

秋し
ゅ
うと
も
）
景
が
目
前
に
あ
る
。

下
の
句
、
五
月
の
風
（
薫く

ん

風ぷ
う

）
は
、
麦
畑
に
爽
や

か
に
、
軽
や
か
に
、
大
き
な
う
ね
り
を
、
緩
や

か
な
う
ね
り
を
続
け
る
。
風
の
も
た
ら
す
黄
金
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の
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畑
の
風
景
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、
金
色
の
大お

お

海う
な

原ば
ら

が
眼が

ん

裏り

に
顕た

つ
。

川 

柳

佐さ
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う
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●
特
選
の
選
評
　
弛た

ゆ

ん
だ
皺し

わ

の
多
い
脚
を
枯
木

に
、
そ
し
て
貼
り
薬
を
花
に
例
え
た
愉
快
な
句
で

あ
る
。
細
か
い
話
だ
が
、「
足
」
は
足
首
か
ら
下

の
部
分
を
指
し
、「
脚
」
は
胴
か
ら
下
の
伸
び
た

部
分
、
つ
ま
り
、
太
も
も
の
付
け
根
の
関
節
か
ら

下
全
部
を
指
す
の
で
使
い
分
け
て
も
ら
い
た
い
と

思
う
。
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